
Ｊ
Ａ
廿
日
市
市
軟
弱
野
菜
部
会
の
平

尾
和
彦
部
会
長
は
１
月
22
日
、
特
別
講

師
と
し
て
廿
日
市
市
立
阿
品
台
西
小
学

校
を
訪
れ
、
児
童
80
人
に
地
元
産
の
コ

マ
ツ
ナ
の
魅
力
や
栽
培
へ
の
思
い
を
伝

え
ま
し
た
。

訪
れ
た
日
の
給
食
の

献
立
は
「
も
や
し
と
コ

マ
ツ
ナ
の
ご
ま
酢
あ

え
」
で
、
材
料
の
コ
マ

ツ
ナ
は
す
べ
て
平
尾
部

会
長
が
出
荷
し
た
も
の

で
す
。
平
尾
部
会
長
は

同
校
６
年
生
の
２
ク
ラ

ス
を
回
り
、
給
食
を
食

べ
る
児
童
に
向
け
、
コ

マ
ツ
ナ
の
育
て
方
や
栽

培
で
苦
労
し
て
い
る

点
、
や
り
が
い
な
ど
を

伝
え
ま
し
た
。
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か

け
や
コ
マ
ツ
ナ
の
長
持
ち
す
る
保
存
方

法
な
ど
、
児
童
か
ら
の
質
問
に
も
答
え

ま
し
た
。

６
年
１
組
の
石
橋
和
幸
さ
ん
は
「
給

食
の
コ
マ
ツ
ナ
は
す
ご
く
お
い
し
い
で

す
。
平
尾
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
こ
れ
か

ら
も
コ
マ
ツ
ナ
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い

と
感
じ
ま
し
た
」
と
力
強
く
話
し
ま
し

た
。
平
尾
部
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が

お
い
し
く
食
べ
る
姿
を
見
て
嬉
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
コ
マ
ツ

ナ
を
届
け
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま

し
た
。

平
尾
部
会
長
は
コ
マ
ツ
ナ
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
年
間
約
５
ｔ
を
廿
日
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
し
、
市
内
の

小
・
中
学
校
16
校
、
約
６
８
０
０
人
分

の
食
を
支
え
て
い
ま
す
。

１
月
12
日
、

佐
伯
中
央
地
域

本
部
で
農
業
塾

の
閉
講
式
を
開

き
、
塾
生
20
人

が
出
席
し
ま
し

た
。
代
表
し
て

石
田
俊
夫
さ
ん

が
、
営
農
販
売

課
の
小
田
真
課
長
か
ら
修
了
証
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
Ｊ
Ａ
佐
伯
長
ナ
ス
生
産
者
部
会

の
部
会
長
を
務
め
る
阿
部
勝
也
さ
ん
が

長
ナ
ス
の
栽
培
実
習
を
行
な
い
、
よ
り

実
践
的
な
指
導
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

小
田
課
長
が
「
農
業
の
楽
し
さ
、
お

も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
農
業
を
支
え
る
一
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
西

本
雄
二
常
務
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま

し
た
。
石
田
さ
ん
は
「
学
ん
だ
技
術
を

次
に
生
か
し
、
生
涯
現
役
で
野
菜
作
り

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
ま
し
た
。

同
塾
は
、
年
間
を
通
じ
て
営
農
指
導

員
ら
が
土
づ
く
り
や
野
菜
の
栽
培
方
法

を
座
学
と
実
習
で
指
導
し
、
栽
培
技
術

と
販
売
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

青
壮
年
連
盟
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
佐
伯

中
央
、
安
芸
、
呉
地
区
本
部
は
１
月
12

日
、
Ｊ
Ａ
東
海
田
支
店
で
盟
友
発
表
会

を
開
き
、
盟
友
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
３
地
区
本
部
が

合
同
で
開
く
の
は
初
め
て
。

佐
伯
中
央
地
区
本
部
の
山
本
貴
志
さ

ん
と
安
芸
地
区
本
部
の
前
田
一
さ
ん

が
、
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
思

い
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
域
の
枠
を
超
え
た
交

流
会
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

佐
伯
中
央
地

区
本
部
の
正
木

彬
委
員
長
は

「
他
地
域
の
部

員
と
交
流
を
深

め
、
様
々
な
取

り
組
み
も
知
る

こ
と
が
で
き
て

刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
も

み
ん
な
で
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

吉
和
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

完
成
式
典
を
１
月
30
日
に
開
き
ま
し
た
。

機
械
の
老
朽
化
の
た
め
昨
年
よ
り
改

修
工
事
を
進
め
て
お
り
、
乾
燥
機
、
籾

摺
機
、
屋
根
の
葺
き
替
え
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
工
事
が
完
了
し
、
役
職

員
、
工
事
関
係
者
約
14
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

今
回
の
工
事
で
は
、
乾
燥
機
の
処
理

能
力
を
ア
ッ
プ
し
１
日
の
荷
受
重
量
を

増
や
し
、
新
た
に
最
新
の
光
選
別
機
を

導
入
し
、
被
害
粒
や
異
物
の
選
別
能
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

吉
和
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
９
月
中
旬

よ
り
稼
働
し
、
吉
和
地
区
の
約
84
％

（
約
54
ｈ
ａ
）
を
乾
燥
処
理
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
佐
伯
中
央
地
域
本
部

の
役
職
員
ら
６
人
は
１
月
24
日
、
廿
日

市
市
の
認
定
農
業
者
な
ど
担
い
手
農
業

者
を
訪
問
し
、意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
営
農
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
就
任
し
た
、
Ｊ
Ａ
佐
伯
長
ナ
ス

生
産
者
部
会
部
会
長
の
阿
部
勝
也
さ
ん

が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
農
業
者
と
同

じ
目
線
に
立
ち
、
農
業
の
悩
み
や
Ｊ
Ａ

へ
の
要
望
を
直
接
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。

農
業
者
の
悩
み
の
早
期
解
決
、
安
定

し
た
農
業
経
営
の
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
、
合
併
前
か
ら
毎
年
こ
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

給
食
の
時
間
に
コ
マ
ツ
ナ
の
魅
力
を
伝
え
る

（
Ｊ
Ａ
廿
日
市
市
軟
弱
野
菜
部
会
）

農
業
塾
が
閉
講

３
地
区
本
部
が
合
同
で
発
表
会

（
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
青
壮
年
連
盟
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

吉
和
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
完
成
！（
廿
日
市
市
吉
和
）

現
場
の
声
を
大
切
に

担
い
手
訪
問
（
廿
日
市
市
）

▲�発表する山本さん

▲�動作スイッチを�
押す佐々木常務
　�（廿日市市吉和ラ
イスセンターで）

佐伯中央地域本部

佐伯中央トピックス地域の情報をお届け！

2024.3　もっと！JAひろしま　佐伯中央地域版I



良
質
米
、
安
定
生
産
の
第
一
歩
は

健
苗
育
苗
か
ら

今
月
は
、
種
子
消
毒
か
ら
播
種
作
業
ま

で
の
手
順
を
掲
載
し
ま
す
。

近
年
は
、
登
熟
期
に
高
温
で
推
移
す
る

と
、
翌
年
作
の
催
芽
時
に
発
芽
が
揃
い
に

く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
左
記
の

ペ
ー
ジ
に
発
芽
を
揃
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ

き
、
優
良
な
苗
を
生
産
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
で
購
入
さ
れ
た
無
消
毒
種
子
は
、

選
別
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
①

の
消
毒
作
業
か
ら
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

消
毒
済
み
の
種
子
を
購
入
さ
れ
た
場
合
は

③
の
浸
種
か
ら
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
種
ま
き
ま
で
の
作
業

●
種
も
み
の
選
別

種
も
み
は
、
充
実
の
良
い
も
の
悪
い
も

の
を
選
別
し
、
充
実
の
良
い
も
の
だ
け
を

使
う
と
苗
の
出
来
は
格
段
に
良
く
な
り

ま
す
。

種
も
み
の
選
別
法
と
し
て
は
、
塩
水
選

が
一
般
的
と
な
り
ま
す
。

①
種
も
み
の
消
毒

種
も
み
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
原
菌
が
付

い
て
い
ま
す
の
で
、
無
消
毒
種
子
の
場
合

は
必
ず
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
い
し
た
も
み
を
目
の
粗
い
袋
に
７

分
程
詰
め
、「
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ

ル
」
２
０
０
倍
・「
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
」

１
０
０
０
倍
の
混
用
液
に
24
時
間
漬
け
て

お
き
ま
す
。

②
陰
干
し

薬
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
約
１
日

（
も
み
の
表
面
が
白
く
な
る
ま
で
）
陰
干

し
を
行
な
い
ま
す
。

③
浸
　
種

種
も
み
を
水
に
浸
し
、
十
分
に
吸
水
さ

せ
る
作
業
を
浸
種
（
水
が
し
）
と
い
い

ま
す
。

水
の
適
温
は
10
～
15
℃
で
す
。
水
温
が

10
℃
を
下
回
る
と
、
発
芽
が
揃
い
に
く
く

な
り
ま
す
の
で
、
温
度
を
保
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

初
め
の
２
日
間
は
、
種
子
消
毒
の
効
果

が
落
ち
る
の
で
水
を
替
え
ず
、
そ
の
後
は

１
日
１
回
替
え
５
～
10
日
間
行
な
い

ま
す
。

※�

積
算
水
温
は
、
１
０
０
℃
（
平
均
水
温

10
℃
を
10
日
間
）
を
目
安
に
十
分
浸
種

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　
浸
種
時
期
の
気
温
・
水
温
は
、
毎
年

大
き
く
差
が
あ
り
ま
す
。
浸
種
日
数
を

決
め
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
水
温
を

確
認
し
、
積
算
水
温
が
１
０
０
℃
に
な

る
ま
で
浸
種
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
催
　
芽

発
芽
ム
ラ
を
無
く
す
た
め
、
播
種
前
に

少
し
だ
け
芽
を
出
さ
せ
る
作
業
を
催
芽
と

い
い
ま
す
。

十
分
に
水
を
吸
わ
せ
た
種
も
み
を
30
℃

～
32
℃
の
温
度
条
件
で
保
つ
と
、
20
～
24

時
間
で
芽
が
の
ぞ
き
ま
す
。

⑤
播
　
種

育
苗
箱
に
床
土
を
２
㎝
程
度
の
厚
さ
に

な
る
よ
う
に
敷
き
詰
め
、
床
土
定
規
な
ど

を
使
い
表
面
を
平
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

育
苗
床
土
は
10
ａ
あ
た
り
、
20
㎏
袋
で

３
～
４
袋
必
要
で
す
。
床
土
を
詰
め
た

ら
、
育
苗
箱
の
底
か
ら
水
が
し
み
出
す
ま

で
十
分
に
水
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

水
が
ひ
い
た
ら
種
ま
き
で
す
。
ま
き
ム

ラ
が
あ
る
と
苗
の
生
育
不
揃
い
や
植
付
け

本
数
の
ば
ら
つ
き
、
欠
株
の
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
、
ム
ラ
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

播
種
量
は
１
箱
当
り
、
乾
燥
も
み
で
１

８
０
ｇ
、
浸
種
も
み
（
催
芽
も
み
）
で
２

３
０
ｇ
を
目
安
と
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト

種
も
み
を
陰
干
し
し
て
、
表
面
に
水
気

が
な
い
状
態
に
し
て
お
く
と
播
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

水
　稲

播
種
後
は
、
苗
立
枯
病
等
の
予
防
の
た

め
、
ダ
コ
レ
ー
ト
水
和
剤
５
０
０
倍
液
を

１
箱
当
り
０・
５
ℓ
ほ
ど
ジ
ョ
ロ
等
で
散

布
し
ま
す
。

覆
土
は
、
も
み
が
隠
れ
る
よ
う
（
５
㎜

程
度
）
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

覆
土
後
に
潅
水
す
る
と
、
も
み
が
露
出

し
た
り
、
土
が
硬
く
な
っ
た
り
し
て
出
芽

し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

なるほどえ～のぅ!営農情報

❶消　毒
テクリードＣフロアブル200倍とスミチオ
ン乳剤1,000倍の混用液で24時間浸漬

もみの表面が白くなるまで約１日陰干しする。
❷陰干し

種子消毒～播種までの手順 〈ＪＡ購入無消毒種子〉消毒済種子（ひとめぼれ・コシヒカリ）は
③浸種作業から行なう。

適温・30～32℃

注　意

袋いっぱいに詰めると薬液
が内部まで浸透しないの
で７分目くらいにする。

❸浸　種
水温は10～15℃が適温です。消毒効
果の低下を防ぐため2日間は水替えし
ない。その後、１日１回水を替える。も
み殻の胚が外側から白く透けて見える
ようになった
ら浸種完了の
目安です。（5
～10日位）

❹催　芽
催芽の適温は30～32℃で20～
24時間要する。35℃以上になると
馬鹿苗が発生する危険性がある。
温度管理
は十分に
行なう。

❺播　種
播種は均等に
行なう。1箱
あたり乾燥も
み180ｇ・浸
種もみ230ｇ

休眠が深い種子を休眠が深い種子を
しっかり起して揃いのよい苗を！しっかり起して揃いのよい苗を！

～種子の発芽を揃えるポイントについて～～種子の発芽を揃えるポイントについて～
� 【監修】広島県立総合技術研究所農業技術センター

　近年、夏季が高温の年が続きますが、登熟期に高温で推移すると品種によっては、種子の休眠が
深まり、翌年作の催芽時に発芽が揃わないことがあります。
　夏場が暑かった翌年の作付けについては、以下４点のポイントをおさえて優良苗を生産ください。

◦浸種の水温は10℃以上！
　積算水温は100℃（10℃ 10日間）を目安に、十分に浸
種してください。
　浸種時の水温が10℃未満であると再休眠に入り、発芽の
揃いが悪くなります。（浸種開始時に温度が高いとその後下
がっても再休眠に入りにくくなります）
　また、低温で長い期間浸種を行なうと種子に負担がかか
り、発芽が悪くなります。

◦浸種の際の水は多めに！入れ替えもこまめに！
　種子の発芽抑制物質を薄めるため浸種の際は、大きめの
容器に多めに水をいれてください。
　薬効安定のため種子消毒剤を使用した場合は２～３日は
そのままで、その後の水の入替えはゆっくりと。

◦浸種はハト胸状態（出芽１～２㎜）！
　発芽の揃いが悪いようであれば、28℃～30℃で催芽処理を行なってください。

◦可能な限りの遅まきと育苗機での育苗期間を長めに！
　時間がたつほど休眠は徐々にとかれていくため、発芽が揃いやすくなります。また気温も上がっ
てくるため、環境要因も整ってくることから可能な限りの遅まきをおすすめします。
　また、作付けの関係上、これが難しいようであれば育苗機に入れておく時間を長めにしてください。
【その他のポイント】
◦塩水選時、種子が浮きすぎる場合は１割程度浮くように調整！
　高温年の種子は平年に比べて比重が軽くなる傾向があります。（発芽や品質には問題ありません）
　この場合には塩濃度を１割程度浮くように調整してください。

広島県穀物改良協会／JA／JA全農ひろしま

浸種の程度

浸種水温別の正常発芽率（コシヒカリ）

出典：�新潟県農業総合研究所作物研究センター�
平成28年度主要研究成果「休眠の深い水稲種
子に適した浸種方法　育種科原種生産管理」

温度を確保した浸種例

もみ

10℃以上の
浸種水を準備

外気が当たらない
ように蓋をする。

ウレタンなど
保温性の高い
資材で覆う。

佐伯中央地域本部佐伯中央地域本部
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里芋のいがぐりあんかけ
■作り方
あん
❶ フライパンに油をひき、鶏ひき肉を炒める。火が
通ったら、水溶き片栗粉以外の材料をフライパンに
入れ、沸騰するまで加熱する。

❷ 沸騰したら火を止めて、水溶き片栗粉を入れる。

❸ かき混ぜながらもう１度加熱し、ひと煮立ちさせる。

里芋のいがぐり
❶ 里芋をよく洗い、皮付きのまま水からやわらかくなるまで茹でる。（約15分）

❷ 玉ねぎとにんじんをみじん切りにし、しんなりするまで炒める。

❸ ❶の里芋が茹であがったら、
水につけて、皮を滑らせるよ
うにしてむく。

❹ ❸の里芋をボールに入れて、
フォークでつぶす。

❺ ❹に❷の玉ねぎとにんじん、塩、こしょうを加え、混ぜ合わせる。

❻ 焼ビーフンは袋の中に入れ、麺棒等で細かく砕く。❺を３cmくらいに丸
め、小麦粉→卵→焼ビーフンの順につけ、180℃の揚げ油で揚げる。

❼ ❻を皿に盛り、上からあんをかける。

■材　料（４人分）
あん
鶏ひき肉���������� 80g
油����������� 小さじ１
水������������240ml
しょうゆ������� 大さじ１弱
みりん�������� 大さじ１弱
酒���������� 大さじ１弱
おろししょうが（チューブ可）
　　������������ ４g
和風顆粒だし����� 小さじ１弱
水溶き片栗粉
片栗粉�������� 大さじ１弱
水����������� 大さじ１
里芋のいがぐり
里芋（中８個）������� 320g
玉ねぎ・にんじん����� 各80g
塩・こしょう�������� 少々
小麦粉（大さじ２）������ 適量
鶏卵（２個）��������� 適量
焼ビーフン（１袋）������ 65g
揚げ油����������� 適量

栄養価（１人分）
エネルギー：271kcal
塩　　　分：1.3g

レシピ

ポイント 　里芋はしっかりゆでると、なめらかな食感になります。

見分け方

つるんと
むけます！

紹介してくれた方
（左から）畠中　峯子さん

石川　公美さん
藤森　玲子さん

■レシピ等お問い合せ先：大竹市健康福祉部保健医療課　☎（0827）59-2153

食生活改善推進員は、食を中心に地域で様々な活動をしている健康づくりボランティア団体です。野菜
を使ったバランスのとれた食事や減塩の工夫など生活習慣病予防や低栄養予防、また地産地消や郷土料
理の伝承といった観点から、料理教室などを通して地域に健康づくりを伝える活動をしています。現在、
仲間となって楽しく一緒に活動する会員を募集しています。詳しくは、下記までご連絡ください。

今月の食材
里　芋

佐伯中央地域本部

地産地消で
おいしい
健康レシピ

廿日市市・大竹市で活動する食生活改善
推進員がオススメする、地元の旬の農産
物を使ったヘルシー料理や郷土料理のレ
シピを紹介します。
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